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青森県小泊における移植マコンブの生長

能登谷正浩・松宮 隆司*

，園、
Seasonal growth in transplants of Laminaria japonica var. 

japonica at Kodomari， Aomori Prefecture. 

民1asahiroNOTOYA and Takashi MATSUMIYA 

Growth of Laminnria jゆonuuVar-Mlりonicain blad length， width， wet weight， growth rate 

and decrease were obserred under transplanted from Horonai， Shiriyァaand Same， Aomori 

Prefecture. Blade growth showed from December to Jun or August. These three transplants 

could not showed high growth rate， became mature nor 2 -year -old blade in the site of warm 

αlITent紅白.Transplants of Horonai was became biggest frond and showed more adaptation of in 

the site. 

古こ森県沿岸におけるマコンブ、の分布は主に津軽海峡

から太平洋沿岸に至る海域に認められるが. 日本海沿

岸でも小j白村から竜~崎にかけて小きな群落が見られ

る。この海域は北上する対馬暖流の影響を受けて本llL

での7 コンブ生育地としては最も暖かい海域となって

〆『いる(能笠谷・足助1984)。ーー払この海域に綾息する

有用藻食性動物のアワビ，サザエ，ウ二世Hにとって7

コンブは高い餅料効率を持つことから，これらの増養

殖には重要なものとなっている。そこで筆者らは育成

県内 3ヶ所，即ち，八戸市鮫，束通村尻尿，小泊村袋

内からそれぞれ母様を得て，同一条件 Fで海中養成し，

各地方のマコンブがどのように生長するかについて比

較観察したので以一ドに報告する。

材料と方法

1984年11月3日に束通村民屋で，同年11月4日lこ小

泊村裳内で，同年11月5日に八戸市鮫でそれぞれ成熟

したマコンプを採集した (Fig.1)。 これらの藻体は直

ちに育一森県平内町茂浦にある青森県水産増殖センタ
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Fig. 1. Map showing the site of stations where 

the samples were collected (・) and 

cultivatcd (0) 

に是正び，遊走子を放Jれさせ応養を行った。培養条件は

15"C， 4000 lux， 14時間明期. 10時間H古期とし，応義

液には改変 GRUNDの培地 (MCLACHLAN1973)を

用いた。

*青森県水産部漁業振興課
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海中養成は1984年12月11日に小泊村折腰内(Fig.1) 

の沖合の水深10m地点に設置し，所謂ノレン式養殖

施設で開始した。長さ 3mのノレンを水深 1mに張っ

た幹綱に 2m間隔で結着した。各ノレンにはマコンブ

藻体が過密にならないように20本前後とした。

養成された謀体は1985年 3月12日から 4月9日， 5 

月16日. 6月20日. 8月5日， 10月28日までの言十6固

について大型の猿体から20本を選び，葉長，葉幅，葉

重量(ilE重量)を沼rJ定した。また，時期別の伸長量と

流失量を推定するため，あらかじめ葉体基部から上の

5 cmの中帝音1，にl白径 5mmの穴をあけ，標織として次回

の測定時に，穴の移動距離を測定した。
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各産地の養成必体の葉長，葉中品，葉重量:の季節変化

と調査時の現場における水温をそれぞれ Fig.2に示

した。

葉長の変化 (Fig.2-A) は各地種苗ともに同様の

伸長や減少傾向を示したが，中でも袋内と尻犀産はよ

く類似した c 3月に約40cmであったものが 4月には最

大の約90cmとなり，それ以降次第に知かくなり. 8月

には約30cm，10月28日の調合i時には藻体のほとんどが

流出し，茎の一部またはffX:恨のみが残っていた。鮫産

では上記2産地に比べ小型で，最大葉長を示した 4Jj

でも20-50cmで. 8月の調査時には全ての義体が流出

していた。

葉幅 (Fig.2-8) は産地によって異った生長曲線

を示し，袋内産ii3月には約 4cmて、あったが，その後

急に大きくなり. 5月には最大の約 7cmに達し，その-

f査はあまり減少することなく 8月までに 1- 2 cmの減

少であった。尻屋産は袋内産より約 1ヶ月ほど遅れて

増加し 6月に最大の約7.5cmに達したが，その後8

月までに減少して袋内産と同等の大きさとなった。鮫

産は 3月までに約3.5cmに達し，それ以降わずかに減

少は見られるものの 6月では約3cmと全体に小型のま

ま経過した c

葉重量 (Fig.2-C) は袋内産が段も大きくなり，

5月に最大の約40gに達した。尻屋産はゆっくりと増

加し. 6月に最大の約25gに，鮫産は顕著な増加は見

られずに最大となった 5月でも 5g前後であった。

葉長，葉幅，葉重量から単位面積当りの葉i~重量の

目安となる重量指数を各産地，時期別に計算すると

(Table 1.)，各藻体は各部位の生長変化とは異なり，

養成期間が長くなるにつれて大きな値となるため， r達

体の厚みが増していくことが判る。この値を各産地で

果結
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Fig. 2. Seasonal changes of blade length (A) . 

width (8)， wet weight (C) andsea water 

temperature at the cultivated station 

(0). Solid circle ; Horonai， Open circle 

; Shiriya， Solid rectangle ; Same. V町tical

bar standard deviation 
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Table 1. Seasonal changes of weight index in three local transplants of Laminaria japonica var. ja，戸別立な

Locality 

Horonai 

Shiriya 

Same 

lVIar. 12 

2.77 

3.38 

3.28 

Apr. 9 

3.55 

5.68 

4.47 

lVIay 16 

4.97 

6.56 

6.10 

]un. 20 

7.23 

7.26 

11.03 

Aug.5 

11.01 

10.93 

Bladβwet weight (g) 
Weight index二 xlOO

Blade len.必h(cm) X Blade width (αn) 

Table 2. Seasonal changes of daily growth and decrease (cm/day) of blade length in出回 localtransplants 

of Lami附加 jゅ'onzcavar. Japonzca 

Duration 
Horonai 

of 
Growth Decrease 

investigation 

1985 lVIar. 12 -Apr. 9 0.82 -0.66 

Apr. 9-lVIay 16 0.86 0.92 

lVIay 16-]un. 20 0.34 1.14 

]un. 20-Aug. 5 0.07 0.74 

比較すると鮫産は 6月に1l.03と最も早く大きな値に

達し，袋内，尻屋産は 8月に至ってこれと同等の値に

達した。

藻体の生長量と流出量は Table2に示したが，各

時期の生長量は袋内産では 4月から 5月に，鮫産では

3月から 4月に最も大きい値を示した。尻屋産て、は 3

月の調査時に襟織を付けられなかったため， 3月-4

月の生長量は算出できなかったが，前述の葉長の変化

から袋内産と同様に 4月から 5月の生長量が最大とな

るものと推測される。また，流出量については袋内，

Shiriya Same 

Growth Decrease Growth Decrease 

0.64 0.78 

0.66 1.08 0.35 0.61 

0.30 1.19 0.13 0.62 

0.05 0.54 

& TORII 1973， 1974;三本菅・鳥居 1977; SANBON 

SUGA 1978)。その結果，形態は生育環境条件によって

変化するが，移植後も各産地母藻の特徴を表わすこと

が碓認されている。

戸『尻犀産ともに 4月から 6月に高い値を:1]':;したが，鮫産

ていは 3月から 6月まで大きな変化が認められずはぼ一

定の流出量であった。また，主主内産の 3月から 4月の

流出量が7 イナスの値となったことは，葉体基部から

5 cmより上部で大きく生長したためと考えられる。

本移柄実験では各産地種苗とも夏期までの生育が記、

められたが，その後は子嚢斑を形成することなく流出

し， 2年生とはならなかった。中でも、鮫産は早期に

流出した。当海域はH差iJItの影響が強<，マコンブ生育

の限界の高水温海域てーあるとともに各地純苗の持つ温

度適応性が，それぞれの生長傾向に表われたものと推

察される。Jlllち，実験海域のこく近くの袋内産は今回

の各樋苗の中で最もよい生育を示したが，養成種苗は

ノレンにより水深 1~3m に吊されたため，夏期に上

層の高水温に晒され，全て流出したものと考えられる。

逆に鮫は寒流に洗われる海域にあるため， 3月頃まで

は他の種苗と同様の生長を示すが， 4月頃からは急

に水温の上昇する当実験海域では適応できなかったも

のと推察される。尻屋は両者の中間に位置するが，士、I

馬岐流の一部は津軽海峡を通り，尻犀から F北半島沿

岸を南下しているため，以内産と似た生長傾向を示し

たものと考えられる。

養成地点における水温変化 (Fig.2-D) は3月に

約 6'cでその後次第に上昇し， 8月には約25'Cに達し

た。この水温変化は鮫や尻屋の平年水J品変化と比較す

るとそれぞれ 5~60C ， 2~40C 高めに経過している。

考 察

これまで青森県において各沿岸に生育する 7 コンブ

を移値してその生長過程を観察した報告はないが，北

海道ではマコンブの形態や品質が海域によって大きく

異ることから，それらの形態的特徴とともに養磁品種

の選択を目的とした調査が行われている (SANBONSUGA

養成務休の生長量と流出量を穴あけ標織によって推

定したが，コンブ類の生長量についてはこれまで外国

産の種では Pank(1948)以来数多く報告されている

(SUNDENE 1964 MARKHAM 1973 ; KAIN 1976; 

CHAPMAN & CRAIGIE 1977; LUNIG 1979; CHAPMAN 

& LINDLEY 1980 ; DIECKMANN 1980 ; ANDERSON 
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et al. 1981 ; CALVIN & ELLIS 1981 ; BOLTON & 

LUNING 1982 ; GAGNE et al. 1982 ; LEE & BRIN 

KHUIS 1986)。

本邦て怯ホソメコンブ Lamirwraijaponica var religiosa 

(長谷川ら 1963;阿部ら 1983; 1985)， 1)シリコン

ブ L.japonica var ochotensお(柳田ら 1971)，ナガ

コンブ L.angusf<宝tavar longissima (佐々木 1969;

KAWASHIMA 1972)、 ミツインコンブ L.angustata 

(HASEGAWA 1969)等で報告され，それぞれの最大日

間生長量は2.51cm，1.6cm， 13cm， 8.15cmであるが，

今回の移柏種苗では 3月から 5月に段も両い生長量を

ボし、 O.64-0.86cmでこれまでの報告と比へ最も低い

値となり， H差海域では{氏い生長量となることがうか力、

われfこ。

本調査に御協力をいただいた'J、が1村漁業協同組合の

関係諸の各位，特に|百]組fr職員の山内労ー，成田直人

両氏には来荷台および調去に参加していただいたご記し

て感謝の豆、を表する
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